
議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

地域の課題について 

 

○市の施策目的（鶴ヶ島市総合計画より） 

市民、市民活動団体、事業者などの協働により、地域の課題を地域で解決してい

く取組を進めることによって、市民が共に支えあうまちにします。 

 

○市の地域コミュニティ 

コミュニティ協議会 ８３自治会 

地域支え合い協議会  ７協議会 

 

○地域コミュニティの現状 

自治会加入の減少 Ｈ２２ ６８．５％ → Ｈ２６ ６４．８％ 

市民意識調査では ・ 地域コミュニティの活動が必要である 

（Ｈ２６）      ７１．７％ 

        ・ 地域における公共に役立つような市民活動に参加したい 

５３．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

シティプロモーションについて 

 

○シティプロモーションとは 

 人口減少社会を迎えるにあたり、今後、自治体間での地域間競争が本格化してく

ると考えられます。このため、自治体の魅力を高め、積極的にアピールしていくこ

とが重要となります。 

  地域の売り込みや、自治体名の知名度の向上に向けた「営業」の要素が多く含ま

れます。 

 

○これまでの取組内容（主なもの） 

 ・ 若者向け広報紙、ウェルカムガイドブックの配布 

 ・ シティプロモーション動画（パラパラ漫画ムービー等）の公開 

 ・ ふるさと納税の返礼品やサフラン等の特産品を通じた本市の PR 

 ・ ミャンマー選手団のホストタウンを通じた情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

公共施設について 

 

○現状 

現在、多くの公共施設が建築してから２０年、３０年、長いものでは４０年以上

経過しています。施設の老朽化が進んでおり、遠からず大規模な改修や施設の更新

が集中する時期を迎えることになります。 

 

 ・鶴ヶ島市公共施設等総合管理計画におけるデータ 
 

小・中学校校舎及び体育館の経過年数       （平成２６年４月１日現在） 

45 年超 鶴ヶ島第一小校舎、鶴ヶ島第二小校舎 

40 年超 鶴ヶ島第一小体育館、鶴ヶ島第二小体育館、鶴中体育館 

35 年超 新町小校舎、新町小体育館、杉下小校舎、鶴中校舎、藤中校舎、

藤中体育館 

30 年超 杉下小体育館、長久保小校舎、長久保小体育館、栄小校舎、栄小

体育館、藤小校舎、藤小体育館、富士見中校舎、富士見中体育館 

30 年未満 南小校舎、南小体育館、南中校舎、南中体育館、西中校舎、西中

体育館、 
 

市民センター（旧公民館の経過年数）       （平成２６年４月１日現在） 

30 年超 東市民センター 

25 年超 南市民センター、北市民センター、脚折児童館、富士見市民セン

ター 

20 年超 大橋市民センター、大橋児童館 

20 年未満 中央図書館、西市民センター、西児童館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

小・中学校の教育について 

 

○市の施策目的（鶴ヶ島市総合計画より） 

主体的に学ぶ姿勢、基礎学力の定着、社会に参画する意欲、望ましい勤労観・職

業観の醸成などによって、子どもたちの確かな学力と自立する力を育むまちにしま

す。 

 

○学力の現状（平成２９年度全国学力・学習状況調査より） 

小学校（平均） 国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 算数Ａ（知識） 算数Ｂ（活用） 

市 ７２   ５４   ７２   ４１   

県 ７５   ５７   ７６   ４５   

国 ７４．８ ５７．５ ７７．６ ４５．９ 

 

中学校（平均） 国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 算数Ａ（知識） 算数Ｂ（活用） 

市 ７５   ７１   ６３   ４６   

県 ７６   ７２   ６３   ４８   

国 ７７．４ ７２．２ ６４．６ ４８．１ 

 

○いじめの現状（平成２９年度） 

  いじめの認知件数 

   小学校 ３４２件    中学校  ６８件 

 

○不登校の現状（平成２９年度） 

  不登校に関する相談件数（面接・相談） 

   小学生  ９９件    中学生 １１５件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

高齢者福祉について 

 

○市の施策目的（鶴ヶ島市総合計画より） 

高齢になっても、日常生活や社会参加を支援することによって、誰もが安心して

いきいきと暮らし続けられるまちにします。 

 

○現状 

・本市の人口に占める６５歳以上の高齢者の割合は、毎年約１．５％増加している。 

（Ｈ２７．４．１現在、人口の２４．１％を占める） 

平成１２年度 人口６６，６５９人 高齢者（６５歳以上） ５，９６４人 

高齢化率 ８．９５％ 

平成３０年度 人口７０，０８１人 高齢者（６５歳以上）１８，９１８人 

   高齢化率２６．９９％ 

平成３７年度 人口６９，０９９人 高齢者（６５歳以上）２１，５７１人 

（現在推計）           高齢化率３１．２２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会201８ 市民とギインの懇談会「ギインと語ろう！！」 

子育てについて 

 

○市の施策目的（鶴ヶ島市総合計画より） 

すべての子育て家庭を地域全体で応援することによって、子どもたちが健やかに

育ち、喜びと楽しみをもって子育てができるまちにします。 

 

○現状 

・ 本市の年少人口（１４歳以下）は、平成２０年度をピークに減少傾向にあり、

年間出生数も平成１８年度をピークに減少している。 

・ 核家族化やひとり親家庭の増加等、母親の育児の負担感が増大している。市内

における相談案件では、母親の産後うつの発症、子どもの貧困とその連鎖などが

ある。また、子どもの不適切な養育環境から、児童虐待が発生してしまった事例

もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


